


  当院において以前より、DMP 児による和文タイプライター操作を行なってき

ているが、前回の報告において、タイプ操作を段階的に分け、そのタイムを測

りタイプ操作における間題点を考えてきた。

 その結果として、まづ第 1 にプラテンへの原紙付けの段階において、肘が上

がりにくく時間がかかるとの事であった。また第 2に、活字の入れ換え段階に

おいて、自力で入れ換えは不可能であった。


